
女性はある一定の年齢を過ぎると、実年
齢を言いたくない人多いのではないでしょ
うか。私自身も最近、１つや２つサバをよ
んで答えてしまう時もあるのです。いえ特
に年齢をかくしているわけではないのです
が・・・。友人が先日言っておりました。
年齢を聞かれる変化球があると。「今おい
くつですか？」とストレートに聞くのでは
なく「小学生の頃好きだったアイドルは誰
でしたか？」とカーブを投げられたと、彼
女はなんのためらいもなく答えてしまった
そうです。「ピンクレディです。」と、カー
ブを投げたその彼は「あーじゃあちょっと
僕より上ですね」と一言。「やられたなぁ
・・・」と彼女。「干支をきかれたら完璧
だったのに」なんて負け惜しみを言ってい
ましたが、まあこんな年齢の聞き方もある
のかと私はちょっと笑ってしまいました。
で、彼女と同級生の私も当然、小学生時代
に好きなアイドルを聞かれたら迷うことな
く「ピンクレディ」と答えるでしょう。そ
の当時は毎日のように歌マネ、振りマネを
していました。テレビの歌番組にピンクレ
ディが出演する日は、テレビにかじりつい
て見ていましたし、家にはビデオデッキな
どまだない頃でしたから、友達と鏡の前で
踊ってみたり、雑誌の付録としてあった踊
りの細切れ写真をつなげて、パラパラとめ
くっていくと動くように見えるピンクレデ
ィに心躍らせていたのをよく覚えています。
そんな「ピンクレディ」が昨年再結成し、

現在ピンクレディメモリアルコンサートを
全国で開催中です。１９８１年３月３１日後楽園
にて一度解散した二人が今ここに再結成さ
れ、華やかなショービジネスの世界にカム
バックです。（結成は期間限定ということ
ですが）ピンクレディ世代の私としても興
味津々、機会があれば行ってみたいと思っ
ていたところ、ついにそのチャンスが訪れ
７月３日（土）に愛媛は松山の県民文化会
館メインホールで行われたコンサートに行
ってきました。これがなかなかよかったの
です。４６歳となったピンクレディのミーち
ゃんケイちゃんではありますが、スタイル
抜群の二人はキラキラと光るミニの衣装と
ヒールのロングブーツに身を包み、踊る踊
る、歌う歌う、そりゃその迫力といったら
すごいもんです。曲もＵＦＯやらサウスポ
ーやらデビュー曲のペッパー警部にカルメ
ン７７とヒット曲のメドレーです。渚のシン
ドバットを歌う前には踊りの指導もあって、
ほとんど歌えて自分自身にもちょっとどう
なのとおもいながらも、一緒になって踊り
歌いまくっておりました。しかし昔と大き
く違うとこといえば、トークでしょう。ミ
ーちゃんは「離婚や通帳詐欺」ネタでケイ
ちゃんに突っ込まれたり、バックダンサー
の若い人をてがったり、おばちゃん的二人
の要素も満点で出会いから約３０年という時
間をおもしろおかしく話してくれます。二
人の山あり谷ありの人生、所々共感をもて
るのがこれまたニクイ演出です。しかしな

「アイドル」
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によりすごいと思ったのは会場にきている
お客さんがとにかく幸せそうなニコニコ笑
顔。そう３０代４０代のいい大人が青春だぁー
という感じで大騒ぎしています。これぞ
『ほんまもんのアイドルパワー？！』でし
ょう。このピンクレディーのコンサートに
来て、大きな声だして、いい汗かいて、幸
せ気分になって、明日からちょっとがんば

ろうかなと思えた人は多かったのでないか
と思うのです。
「アイドル」という存在は、人生を楽し

く明るく元気にしてくれる存在であると確
信いたしました。今、ヨン様が日本の熟年
女性のアイドルです。これだけヨン様に熱
狂できる女性達だからこそ元気でパワフル
なんしょうね。アイドルバンザイ！

「ＭＯＲＩＭＡＲＩ ＣＡＦＥ」

番組のパフェリポートで訪ねた「ＭＯＲＩＭＡＲＩ ＣＡＦＥ」。カラフルなイスや

テーブルが並ぶかわいいカフェで、オープンキッチンなのでスタッフのテキパキとし

た仕事ぶりも楽しめます。ケーキやパンはすべて手作り、ランチも心のこもった愛情

メニュー。

今回番組では夏限定の「ラランチョパフェ」を紹介しました。ラランチョとはイタリ

ア語でオレンジという意味があるそうです。パフェ以外にもおいしいものがみつかる

お店です。

住 所／高松市春日町１５３９－９春日第１ビル１Ｆ

電 話／０８７－８４１－４０４５

お す す め 取材日記

31香歯月報２００４．７No.６２６


